


























































































































































































































































































































   ・４月、９月、１月の計３回、行う。  
  ２.７.　外部模試
   ・１学期１回、３学期１回の計２回
  ２.８.　調査・検査・・生徒対象






















































   ・１学期１回、２学期１回の計２回
　３.８.　調査・検査・・生徒対象






　１.１　重点的留意事項         
   １年生の進路指導においては、基礎的かつ重要な内容である、キャリア教育
としての適応指導を行う。
　１.２　１年生全般















































   この宿題は、情報活用能力の情報収集・探索能力と職業理解能力、とともに将
来設計能力のうちの役割把握・認識能力の育成の基礎段階として指導を行った。































　・希望実現に当たっての問題点・課題   



























































































































   進路への意識・意欲を高めるために行ったことは、最初の段階は、形から入
ることによって、指導内容の「見える化」を図ったことである。
　⑴　意識・意欲を高めるために
   ２年生の３学期の前半の総合的な学習の時間では、履歴書の作成、面接指導、
学力テスト、進路ガイダンスの指導等を行った。ここでは、生徒の意識・意欲
を短期で急速に高めるとともに、人間関係形成能力の自他の理解能力とコミュ
ニケーション能力の育成を目指した。   
　　１）履歴書の作成






















































































































































生全般とした適応指導を進めていくことになる   
　３.２　３年生全般


















で、特に指摘しておきたい。                    










































































































   当初は、高校生活を振り返らせて、これまでの高校生活に対する心の整理を
させる。特に、努力したこと、もっと努力しておけば良かったことなどの点を
具体的にレポート用紙に列挙させるなどして、見える形で整理させる。
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